
SHIZUOKA  NORTH  ROTARY  CLUB  WEEKLY  BULLETIN

2025－26年度　RI会長　フランチェスコ・アレッツォ ／ UNITE FOR GOOD

例会日 ： 毎週火曜日  12:30～13:30　 例会場 ： ホテルアソシア静岡  TEL.054-254-4141
事務所 ： 〒420-0853  静岡市葵区追手町2-12  静岡安藤ハザマビル5F　

TEL.054-254-5611  FAX.054-221-0515
◆http://shizuoka-north-rc.jp/　◆E-mail : shizuoka-rc@mail.wbs.ne.jp

会 長　吐前　敏孝

会　長◆吐前　敏孝
副会長◆北上　紘生
幹　事◆吉田　空玄
副幹事◆赤石　光裕

WEEKLY 
  BULLETIN
WEEKLY 
  BULLETIN
静岡北ロータリークラブ SHIZUOKA  NORTH  ROTARY  CLUB

皆さまこんにちは。
本日は　ゲストに静岡市社会福祉協議会・地域福祉
部長の川島徹也さま、清水区地域福祉推進センター、
センター長の北島啓詞さま、同センターの平井祐子さ
ま、葵区地域福祉推進センター、リーダーの市川由梨
さまにお越しいただきありがとうございます。後ほど、
お話をいただきます。宜しくお願いします。
さて先月22日は、静岡西クラブ・50周年の式典が

盛大に行われまして、ご参加いただいた会員の皆さま
には、本当にご苦労様でした。
会合の中で、歴史を映像で紹介するコーナーがあり
ました。
静岡西クラブ50年の歴史をうまくプロモーション
ビデオにまとめて紹介されていて、静岡北クラブ誕生
の話や、西クラブにて会長もされた若き日の内田さん
の姿なども見受けられて、なかなか感慨深い内容でし
た。私自身はまだ会員歴が浅いので、ただ感心してみ
ておりましたが、当時をよくご存じの方は、より懐か
しく感じられたと思います。
特に、静岡西クラブの特別レジェンドとして、登壇
された袴田先生の存在はやはり圧巻でした。100歳を
超えた今も凛と背筋を伸ばして話をされていました
が、「とにかく例会に参加すること」「やはり健康が一
番大事」とのお話は、短い挨拶の中でも、大変重みの
ある言葉として耳に残っています。
本年もいよいよ早いもので師走の12月となりました。
先月あたりから「ブラックフライデー」というセー
ルがあちこちで目に付くようになりまして、なんか無
駄な買い物もしてしまいましたが、その謂れは少し意
外なところにあります。
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出席報告

12月9日（火）　年次総会・会員卓話
（第1594回例会）本日の例会案内

12月16日（火）　夜間家族例会
次回のプログラム

吉田　空玄幹事司会進行 吐前　敏孝会長会長挨拶

米山奨学生 
ゲスト卓話
社会福祉法人　静岡市社会福祉協議会　
地域福祉部長
清水区地域福祉推進センター長
清水区地域福祉推進センター担当
葵区地域福祉推進センター

フィン・フー・ヒェン・ニャン様

川島　徹也様
北島　啓詞様
平井　祐子様
市川　由梨様

戸﨑　博隆会員ビジター紹介

吐前　敏孝会長開会点鐘

「君が代」「奉仕の理想」

北條由美子会員ロータリーソング

・静岡西RC創立50周年記念式典、出席の御礼。
・地区大会のご案内。

吉田　空玄幹事幹事報告
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［担当：大橋（利）］

吐前　敏孝会長閉会点鐘

■吐前　敏孝会長　■吉田　空玄幹事　
本日は、社会福祉の分野で、ご尽力されてお
ります川島様、北島様、平井様、市川様、よ
うこそ静岡北クラブの例会にお越しください
ました。感謝の思いでスマイルします。
■吐前　敏孝会長
昨日、弊社の創立記念日に、鮮やかな赤色の
ポインセチアが届きました。ロータリーに感
謝を込めてスマイルします。

坂口　修成会員スマイル

（福）静岡市社会福祉協議会
　　　地域福祉部長　川島　徹也様

12月は何かと気ぜわしい季節ですが、だからこそ
心に余裕を持って、そしてブラックフライデーのよう
に、物事を前向きに変えていく力を大事にしたいと思
います。
以上、ありがとうございました。

静岡市で、不登校状態のこどもを
ひとりぼっちにさせない

こどもに『居場所』を！
つ な が り

1960年代のアメリカ、感謝祭翌日の金曜日に、街
に買い物客と観光客があふれ、道路は大混雑。ついに
フィラデルフィアの警察官が「今日はまったくブラッ
クフライデーだ」と嘆いたのが始まりと言われていま
す。つまり、元々は “最悪な金曜日” という意味だっ
たわけです。ところが小売業界はこの言葉をうまく
活かしました。「いやいや、ブラックとは “黒字の黒”
のことです！」と前向きに宣伝し、今では一年で最も
売上が伸びる日として、世界中で使われる言葉になっ
たそうです。ある意味、物事というのは、見方ひとつ、
とらえ方ひとつでプラスに変えられる…そんな良い事
例と思います。
たしかに「ブラック企業」という言葉は今でもパワ
ハラなど連想するマイナスのイメージですが、同じ黒
でも、「黒字」という表現をすることで、プラスのイ
メージに変わりますね。私の会社も合併後、自社商品
である複合機が、白っぽいデザインから、全面ブラッ
クに近いデザインになりました。当時営業でお客様に
「黒字のブラックです」と自分なりにPRしたことを
ふと思い出しました。


